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感染症定期報告概要 
 

（平成２０年１０月２９日） 
 

平成１９年６月１日受理分以降 
 

Ａ 研究報告概要 
Ｂ 個別症例報告概要 
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Ａ 研究報告概要 
 
 

○ 一覧表（感染症種類毎） 
○ 感染症毎の主要研究報告概要 
○ 研究報告写 

 
 
 研究報告のまとめ方について 

 

１ 平成２０年６月１日以降に報告された感染症定期報告に含まれ

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要

一覧表を作成した。 

 

２ 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の

内容を添付した。 
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感染症定期報告の報告状況（2008/6/1～2008/8/31）

血対
ID

受理
日

番号
感染症
(PT)

出典 概要
新出
文献
No.

80103 2008/
06/17

80246 ＢＳＥ OIE／World
animal health
situation　2008
年3月31日

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から国際獣疫
事務局(OIE)に報告された畜牛におけるBSE症例数である。2006年
は、スペイン68頭、アイルランド41頭、ポルトガル33頭、ドイツ16頭、
日本およびポーランド10頭、フランス8頭、イタリア7頭、スイスおよ
びカナダ5頭、チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよびオランダ2
頭、スロベニア、スウェーデンおよび米国1頭である。2008年には、
これまでにカナダ1頭、アイルランド6頭が報告されている。

/ ／ に同じ/ ／ 年から 年 月ま に 英国以外の世界各国から国際獣疫/ ／ 年から 年 月ま に 英国以外の世界各国から国際獣疫/ ／ 年から 年 月ま に 英国以外の世界各国から国際獣疫80103 2008/
06/17

80246 ＢＳＥ OIE／World
animal health
situation　2008
年4月17日

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局(OIE)に報告された
BSE数である。1987年以前は英国全体で446頭であったが、1992年
には37280頭となった。その後、減少し、2007年には67頭となった。
2008年は3月31までに10頭報告されている。

/ ／ に同じ/ ／ 年 月ま に 英国から国際獣疫事務局( )に報告された/ ／ 年 月ま に 英国から国際獣疫事務局( )に報告された/ ／ 年 月ま に 英国から国際獣疫事務局( )に報告された80101 2008/
06/06

80226 Ｂ型肝
炎

Transfusion
2008; 48: 286-
294

最小感染量を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型CのHBV
を含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種したところ、最小
50%チンパンジー感染量(CID50）は各々約10コピーと推定された。
最低感染量を接種したチンパンジーにおけるHBV DNA ウィンドウ
期は遺伝子型Aでは55-76日、遺伝子型Cでは35-50日、HBs Ag
ウィンドウ期は遺伝子型Aでは69-97日、遺伝子型Cでは50-64日で
あった。またHBV DNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方が遺伝子
型Aに比べ有意に短かった。

/ 型肝 最小感染量を求めるために 遺伝子型 または遺伝子型 の/ 型肝 に同じ/ 型肝 最小感染量を求めるために 遺伝子型 または遺伝子型 の/ 型肝 最小感染量を求めるために 遺伝子型 または遺伝子型 の/ 型肝 最小感染量を求めるために 遺伝子型 または遺伝子型 の/ 型肝 最小感染量を求めるために 遺伝子型 または遺伝子型 の80103 2008/
06/17

80246 Ｂ型肝
炎

第37回　日本
肝臓学会西部
会　2007年12
月7-8日、肝臓
2007; 48(Suppl
3): A522

輸血によりHBs抗体エスケープ変異株に感染し、肝炎を発症した40
歳代女性の症例報告である。献血者、受血者の塩基配列の解析を
行って感染が証明された。核酸増幅検査を含む献血者のスクリー
ニングを行っているにもかかわらず、本邦では年間10-20例のHBV
感染が報告されている。その原因の一つがHBs抗体エスケープ
ミュータントであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀である。

/ 型肝 第 回 日本 に同じ/ 型肝 第 回 日本 輸血により 抗体 ケ プ変異株に感染し 肝炎を発症した/ 型肝 第 回 日本 輸血により 抗体 ケ プ変異株に感染し 肝炎を発症した80103 2008/
06/17

80246 Ｂ型肝
炎Ｃ型
肝炎

第56回日本輸
血・細胞治療学
会総会　2008
年4月25-27日
P-033

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血関連感染
症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨年及び昨年の同期
間に比べ減少傾向にある。内訳はHBVが61例、HCV32例、細菌24
例、その他のウイルスが7例であった。ウイルス感染（疑）症例の調
査結果により病原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例で
あった。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）初めて
の検出限界以下の献血血液による感染症例であった。
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/ 型肝 第 回日本輸 に同じ/ 型肝 第 回日本輸 年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血関連感染/ 型肝 第 回日本輸 年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血関連感染/ 型肝 第 回日本輸 年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血関連感染80103 2008/
06/17

80246 Ｃ型肝
炎

American
Society for the
Study of Liver
Diseases 2007
年11月2-6日

慢性HCV感染患者1930名(感染群）とHCV陰性患者1941名（対照
群）とを比較し、リスク因子を検討した。静注薬物使用、1992年以前
の輸血および2つ以上の入れ墨は感染群の方が対照群より有意に
高かった。入れ墨はHCV感染リスク要因のない患者群においても
HCV感染と強く相関していた。

/ 型肝 に同じ/ 型肝 慢性 感染患者 名(感染群）と 陰性患者 名（対照80103 2008/
06/17

80246 Ｃ型肝
炎

J Med Virol
2008; 80: 261-
267

2003年4～10月にイタリアの血液透析施設で患者4名にHCV抗体セ
ロコンバージョンが認められた。この4名と以前からHCV抗体陽性で
あった10名のHCV RNAおよびHCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学
的解析をした結果、新規感染患者4名のHCVは遺伝子型2cで、2c
型慢性感染患者1名から分離されたウイルスと近縁であった。感染
制御手段の不備と装置による伝播が疑われた。

/ 型肝 に同じ/ 型肝 年 月にイタリ の血液透析施設 患者 名に 抗体セ
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